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内 容 梗 概

本装掛よ乍l』工要駅,交通公社および乗車券センタに設妄とほれ,交換装糀ニーゴよび小火処刑装iさ1亡とのオンライ

ン動作により,迅速に能率よく乗車指定券の発売業務を行なう窓l‾1機械である｡本装群はリレー,電J叩1路よ

りなる制御機,情報をセットするための操作盤および乗車指定券を発行する指定券巨り刷撒から偶成されるっ制

御機ほ信頼度および小形化の点から主構成弧枯としてワイヤスプリングリレーおよびトランジスタ,ダイオー

ドなどを使用し,一部集信機能を拷たせた｡操作丑削こほ自照式電けんおよび数`よ:放電管を採用して,操作を容

易にし,照会,発券および解約操作を可能にした｡指定券印刷機ほ本【ニーl的のために新しく開発したもので,駅

名,日付,座席位置および料金を印字する｡なお乗車券セン_クに設探する端に)装荘勤ま,電動タイプライタニおよ

び座席表示器を用いて,小駅に対する中継の取り放いを行なう仁､本文でほ_1二;;dの制御機,拙作盤および指定券

印刷機について特長を述べる∩

1.緒 口

MARS-101盤席イ約システムにおける端J占)矧凱も牌満子約美顔

のための入出力祁である｡すなわち人手とシステムの仲介をなすも

のであって,このために要求される条件ほかなり多くなっている〔

また,帽有鉄道の全国網を取F)扱うた捌こ全l-1ミtの駅,交通公社の恋

しl,乗車券センタなど広範州にわたり多数用いられるので,取り扱

いほ迅速かつ容易で誤操作の=†能性の少ないことが必要である｡こ

のため,拙作盤,指定券印刷機には取り扱いやすさ,情緒設定時の

.洪操作の防l【二などを,制御機に対しては高信椒度,紆済件などを考
慮して設計されている｡

端J占う装琵は,取り扱い挫作_l二からAノ抄,B形,CJ拶の3形式に,

lul線接続上から1J捗,2形,3プ抄,4形の4形式に分校さj･′して_FJ

り,これらは互いに組み合わされて機種が決定されている｡

端J‖)矧芹ほ節1川卜打として全l如こ173子†.設樫されているが,そ

のうちA形104子†,B形19ナ｢,C形50子†である｡その鮎i托を弟l

図に示す｡端ん-,)装掛£小火装

抑こ対して牛用電信l【i]線で接

続され,1[[Ilの操作に対し送

信(要求情報)最大130ビッ

ト,受信(回答情報)最大135

ビットが50ボーの速度で送

受信されるので,1し司の操作

に要する送受信伝送時間ほ5

･～6秒である｡帖報設定時

問,印刷時間を考慮すると,

1座席当たり平均約20秒杜
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度要している〔

従来の仲紆チ約は,い可転チープわ㌧といわJLる人手による力式であっ

て,1凹の平均の発売時間ほ数分程度を要していたのに対し,本シ

ステムによれば端Jlニラ装荷で取り扱う時間ほ著しく短鮒され,予約業

務の能ヰく,サービスほ一段と向上することが期待きれている｡

2.端局装置の構成および特長

2.1構 成

端り装Frたの隅戊は71川御機と人山ノJ矧】■王■亡からなりAJ惇,B形,C形

で興なり,弟1表にホすようになる｡弟2図ほその接続力式を示し

たものである｡

制御機と各人出力装矧開の接続は,すべて操作髄を経由して行な

われ,制御機と挫rF盤の接続はA形の場合164心,B,C形の場合

246心の多心ケーブルを使用している｡また指定券仁Ij刷機は78心,

電動タイプライメは30心,鮒斤/表ホ掛よ30心のケーブルにユリ拙

作盤に接続される｡

如『
帖Iil.･:■1J

浜松(1)

舟附6〕

加

/こト1二(6)

♂
熱
海
(
1
)

r

抑与､与

東

2,〆

川2)

1)ゴ

第1図 第1其り自動化牌庸子約自動システム配筐図

-124
】

醗
仙fi(3.1

口 小火公述

○ 端局装置設i欄所

()内数′テ:は設置台数を示す｡

ノ亡＼



MARS-101 座 席 予

C咋川+榊粍

順番

㌧
｢
し

じ〓

C梓三捕什怨注

電動
タイプラ イタ

多
､
レ
ナ
ー
プ
ル

多
ノ
･
レ
ナ
ー
プ
ル

電川l】川路

第2図 端局装置接続刀 人

第1表 各形式端局装置の構成

J惇 式

制 御 機

人出 ノJ装;【花

適する.j■母斑場所

A 形

A 形 制 御 機

A 形 拙 作 機

B 形

B 形 制 御 旨注

B 形 拙 作 盤

指起_券印刷機 テ占字(駅名,列中名)

舷 窓 口 川
弄申券センター_】二要
駅などの特足窓口rl〕

C 形

C 形 制 御 詩詩

C 形 操 作 髄

福面う｢†プチ了夕
座 席__表_互_署琵
寒中券センタⅣ-など

の電話受付用

2.2 各形式の機能および特長

和好式の吋能な操作内容は,挫作鰍こよりほとんどが決定され

AJ蜘よ予約,脱会(締切),ふ(験(架計)の3操作,B形ではA形の

機台削こさらにゝう▲_りi指漣チ約,座席指定予約,取i)推iしの操作が加え

仁Jれている｡またC形ほB形の謂操作のほかに座席表ホを行なうこ

とができるり

l_叶符｢吉報ほランプ炎ホさ.れるとともに,A,BJ惇では上粥会以外の

各拙作で指定券[=州な子+二ない,C形では州会,座席表示以外の各操

作で挫をl′l励印刷する｡

A,B形で印刷する岨古H旨定券は,舟#の二千に渡i)悼席および料

金の.祉券となるものである√､,また拙作髄は,システムと人手との仲

介ななす人力矧Fたであるため,誤拙作をできるだけ防11二する必要か

こ♭Jるので,付子機.投光ポメンの軋L九ナナわせによる論州竹な.ピ与りな検出

している｡

1,2,3および4形(よ,l[+線描枕_との機能種別であって,制御

機の･-なでl八二別され,1形ほril.独の端局装粁として佐川される標準

J玖 2ノl刻£1形に架線機能(2人線,1山線)を追加したもの,3

ノ伊は制御機の信一け凹路を4形と共用するため,多線にて集信できる

機能をもったものである｡したがって4形には信号送受信回路ほ省

帽さオL,3形とほ同宅程度の近距錐に設f拝される｡

この1～4形は回線構成の条件および端局装i芹の設i捏条件から選

択値糊され,1卜1卜線を共川する端ん-,与装iF工の台数を3子†程度までに限

起している｡これは端ん1)の使用時閃のうち,回線を綾川する送受†言

kこ送時ド引力ミボタンセット,印刷などの凹線を使用していないしト排-『の

1/3～1/4になることを想定しているためで,これにより回線および

装粁を経済化することが可能となった｡

3.操 作 盤

拙作盤は†掛取を設定するための即ポメン部と凹答を表示するラン

プ訊からなっており,C形のみはさらに駅名,列中名の情報設定の

ための,ページ式のコード板を備えている〔これらの操作盤の外観

を舞3～5図に示す｡
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綾川している押ボタン′ほ,小形でしかも100方担lの使用に耐える

構造であって,操作されたポクンを明ホするために,押ボタンの【-い

にランプを内蔵し,これを上り汀して取F)扱い者の確認を≠子易ならし

めている｡

｢句答表示用ランプには,日本電信電話公社規格の2号ランプな使

用し,13号ランプ原口,特殊68一別rがいを椒り付けている｡灯が

いは表ホ内紛こよって亦,白,緑の3色に巴桝ナされている｡B,

C形にはこのほかに数′一声表示管があり,予約できた-り1ト土番り･,ブロ

ック番号を点灯する〔

3.1Å形操 作盤

一般窓】+用で,最も多く使用されるので経済性を重視し,予約機

能ほ最小必要限度にとどめている｡以‾卜A形操作盤の機能な列記す

る｡

3.1.1予約に必要な押ボタン

(1)口 付 乗車する日付を指定するもので,たと

えば15日の場合は10と5のボタンを

押す｡
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爺りける雌席の等級稚類を指起する｡

列中の上り下りを指定する〔

招台の種類およびl二,巾,卜の場所を

指定する∩

教 子約申込みの枚数を指定する〔1担Jの

操作で扱える枚数は4枚までである｡

(6).判 引 2種煩の割引を取り扱うっただし1仰

の操作で2種根の`.判リlか舶√ナする似で‡

は触り扱わない〔

11上の押ボタンな.没如して,その条什でナ約するれ 他のイ_川仁

､を照会するかL_川勺に応じてそのボタンを拙作するr､

3･l･2 その他の機能のための押ボタン

(1)印 刷 機 印刷機が途目--で仇_Lしたときに拙作す

る〔

(2)r〕ミ 持 前に設定した条件がそのまま次の客に

も利用できるとき,押しなおす手間を

はぷくために操作する〔

(3)R ボ タ ン リセットI-H押ボタンで,そのグ′し-プ

l勺の押ボタンの設`走内解を焚火すると

き使川する∩

ただしRボタンのないグ′し-プは,

1胴Lか指定できないので押しかえれ

ば変如でき,最終的に設定さjtている

l勺ゼ羊カ;有効である｡

3.1.3 回答表示横能

(1) YES,NO 要求が満足されたかどうかをお示す

る｡

(2)l【f 送,一戸f 考 保田,ビジー,接続伝送,受寸言不敵

印刷停IL 送信受信および印刷の過程

で発見された障害および状態の種類を

表示する｡

(3)残 樅 桁 数 照会を操作して解汚がNOであっても

銭座席数が表示される｡

(4)座 席 位i托 予約できた座席位匠を表示する｡ただ

しA形の場合は,指定券[l】刷機によっ

て指定券にlてり刷さJtランプ炎示はしな

い｡

3.2 B 形 操 作 盤

A形操作盤における指定ボタンのほか,仲胤指七三jl約,けヰ吋旨延

子杓および取り消Lに関する押ボタンがあり,指定された列【トの希

り与する--ゝjヰおよび座席位i托を作ノ如こ選ぶことができる｡また【□1答表

ンJミごてl如こほ,A形のほかに車番ぢ-,ブロック解り一,座席位i#などの長

ホが-･r能である｡B形は上要な駅,交通公社などに設琵される｡

3.3 C形 操 作 盤

A,B形の列車名,駅名設凪よ指定券印刷機に使川する析′ナニによ

って子fなわjtるが,C形はiE.抑こよる[tl込みを受什け指走券ほ発り■上

しない√､したがってB形拙作髄のほかに,仲席衷示の押ボタンと列

小名および駅剤▲旨足Jllの9枚のページ式コード枇を有し,列中名駅

名の指定ほ,コード仮をめくって該当するジャックにプラグをそう

人し,これによって全国293駅および53列車の指定を行なってい

る｡し設挺場所としては,庚申券センタなどである｡

4.指定券印刷機

4.1概 要

指定券印刷楼は,A形およびB形端局装粁の出力装擬として,果

小駅名などの情報送出ならびに‾チ約,取消および.試験操作に対して
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第7図 指定券印 刷 機外観

小央処理装樫からの指令によって所要事項を印寸:して,弄る図に示

すような指定券およびその挫を作成する装経である｡弟7図はその

外観である｡

計算機とのオンライン動作で向接に特エし券,娼台券などの切符,

すなわち指定券を印刷している例は世界でもはじめてであって,印

′ナ:方式,印刷機の機構,用紙の選定などに多くの技術的問題点を解

決する必要があった∩

4.2 必要な横能

.l二記[1的のための必要な機能ほ,[【けと一肘吉報の.読み似りであ
る｡

ム2.1コード読み月更り

乗降串駅名および列車名のコード情報を読み収り,制御機を経

て処坪装置へ転送する｡

4.2.2 印 字

(1)次の111り:を7J▲なう｢､

(a)(i)発行節所名

(iv)降申駅名

(ii)発行｢-1

(Ⅴ)列 中

(b)(i)乗車日付(ii)等

(iii)斗妄台種別と斗諾台表示(iv)

(Ⅴ)座席位揖(vi)料

什(iii)東巾駅名

名

細

谷中番-り･

金(vii)料金担二別

(viii)予約番-ぢ･(ix)操作lさ二別

(2)上記のうち(a)のすべての項目は本機にセットされた括`‾上二

を駁励して印イを子‾fなう｡(b)の項Hのうち,予約操作の場合

(i)-､(iii),(vii)および(ix)ほ操作盤にセットさjtた1勺容を,ま

た(iv)､ノ(vi)心よび(viii)は中央処雌装粁からのt†〕+答で決完三され

たlノ+容を,制御機の制御のもとにタイプバーにより1行ごとに印

ノナ:を子fなう｡なお印刷動作については,4.4および7.7に述べて

いる｡

(3)(b)の項=は,駁.汁チェックの必要上切符のニケ:しにも同時

lてIj刷される｡

4.3 技術自勺問題点

4.3.】駅名,列車名の印字

前記(a)の乗降中駅名,列車名は数百個の漢字名称を取り扱う

必要がある｡窓H機械でこれだけの活字を扱うものは現わこせず,
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取り扱いの難易,機械の複雑さ,価格,操作時問などを検討の結

果,本機でほ柄`子:の選択セットは手動で行ない,｢【H二駆動のムを電

瑞信ゝプ▲によってスタートすることとした∩(a)(i)充子f筒所名,

(ii)発行11付も同じ操作で行なうことに上f),11りIil順の隅iて主な統

･-▲･することができた｡

ん3.2 数字および記号類の印字

前記(b)の印てナ:は,数｢テニと16種のカナ記リーむこ限られている｡

電動タイプライタでほ,印字可能数が多すぎ,それに伴い株械が

復雑になf),また指定券の様式との関連,へ､ソド･ゼロ･サプレ

ス,機能の必要性などにより,加常轢の【てlけ機構を適桐すること

とした∩

油偶の加腎臓はキー操作により駆動されるが,こかに屯磁石な

取り付け信しプー受信によ/〕て動作させることとした｡

4.3.3 コードの読月支り送出

前記ム3.1のように,乗降中駅名,列小名は括ノf二そう入により

印字を行なうので,コードの読取り選出はそれぞれの描ノケニの子-を

かjユたノミ一にコード穴を設け,これをピンでさぐることにより,

コードを読ふ取ることとした｡駅名,列車名のコードほ,それぞ

j‾t12および14の穴位経で構成されている〔

4.3.4 用紙の選定と紙送り磯構

逐次町子ニ方式の印刷機印紙は,通常連続用はロール紙で,その

ほかは叩･一一の帳票類である｡木機の場合ほ第7図にホす惇手の指

定券を得ることと控H]紙をとる必要がある〔連紙送りで正確なフ

ォーマットを必要とするために,スプロケット送りを採用し,さ

らに同時に本券,維紙の2杖を必要とするところから,ロール雛

形式をやめて折りたた見方式とした∩ 挫の作成にほ,ワンタッ

チ･カーボンを使用した∩ 3枚同時送りは,送り機構が著しく複

雑になるため,ケミカル･カーボン用紙を用いた2枚同時送りと

している｡折i)たたみ用紙の収納は,指定券が村l巾証券のため取

り扱いが舛易で,しかも`≠羊如こ持ち附しできないよう収納箱にl

大してある｡

4.4 印刷機の動作

第d,8図によって説明する∩

(1)操作盤のボタンおよび本機への括′‾ナ:をすべて設定し,操作

盤の発信電けんを押す｡これによぎ)コード読取吉紬こ動作し,制御

機をとおして処至旦装祥へ駅名,列中名のコードが送出される｡そ

のほかの情報は操作盤からボタンにより送出される∩

(2)L臼1芥の受信を締めると,舞7図のA-A′,B-B′線間の印寸二

を自動印′ナ:機構により行なう〔

(3)ついで活字印字祁がトリガマグネットに指令をうけること

によってA-A′線よりとの部分を印丁する∩

(4)肝享:印寸二部は,手動で復帰させる〔役帖完了の信一引こより

制御機からの指令でIrl動印′テ:掛削こおいて,B-B′線以卜の印字

な行なう∩

(5)ついで1′l動印了機栴のモータパーマゲネットによi)指定券

な切f)取り位締まで送りi叶う､(

川机

=け 牡∫･り:

t
j

節8同 相正芳印刷機機構概更

用 端 局 装 荷
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第10同 伴 席 ノミホ 課 外 観

5.電動タイプライタおよび座席表示器

5.1電動タイプライタ

C形端†i--)装踪の出力矧打として,予約搾を印刷するた捌こ使用さ

れている電動タイプライクは,レミントンランド笹望のかなタイプラ

イタである｡

C形端局装掛も 電話受付のために使用されるものであるため,

文′}:は発行駅名[り′川]の片かなとし,数字およびアルファベットに

よ/)て,列中名,乗降中駅名などを記一別ヒして抑寸二している｡電動

タイプライタは制御機により駆動され,発行駅名と券秀一ぢせ除き,

すべて口動印′テニされる｡したが1)て【二l励印字用のマグネットは,多

数使用できないため,記号化によぎ)21偶のマグネットによりすべ

ての梓席情報が印刷される｡自動印字は本俄のアンサーバックスイ

ヅチによって進められている｡

本機ほ操作盤を経由した30心ケーブルによって制御機と接続さ

jtでfゴり,屯i蜘よ制御機より115V ACが供給されるが,地】{によ

り50ヘノ川と60∩〕川が使用されている(

木機の外観を第9図に示す∩

5.2 座席表示器

仲席表ホ持:‡はC形端局装粁のみに使用される出プJ装荷で,操作髄

により指定した中‥l■納の座席の予約状況を,ネオンランプにて表示

するものである｡伸席表示器の外観を第10図に示す∩

牌席末ホ掛王C形操作髄に接続して使用され,内附こは100ビッ

トの諾芸術リレーな実装し,同時に100凧.-iほでの表示が可能であ

る｡

表示耐ほ=也アクリル板で,2N-1形ネ]一ンランプのノ∴托J一によ′-,

でノた鮪糾;′l壬を未′iミしている∩概要劇作糾欠にj並べる〔

【 127-
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座席表示操作による要求情報により,座席位置がビット対応で回

解され,20ビットを制御機内で蓄積した後,座席表示器の蓄積リレ

ーに移し同時に表示を行なう｡この動作を5回くF)返し回答情緒受

信`尤｢とともに表示を完了する｡

この表示は保持ボタンを押してからの開放の場合は復附せず,そ

の後の同一列車,同一車両の予約操作に便利なようにしてある｡ま

た保持ボタンを押して開放しても,その次の操作が座牌表示である

場合は,発信電けん操作によって開放する｡

る.制 御 轢

る.1実装および回路構成

制御機ほ,舞12図に示す鋼鉄辱竺の防じん形きょう休で,2而実

装である｡表面はとびらによって開閉でき,表面カバーほ筒中なロ

ックをはずして取りはずすことが容易な構造となっている｡また実

装面は,表面側よりゲート式とし,表面側より第1面の表裏,第2

面の裏面の点検ができるようにしてある｡

回路構成は経済性と安定度などを考慮して,主要部品としてクロ

スバ交換磯に使用されるワイヤスプリングリレー,リードリレー

200～260個およびトランジスタ,ダイオードによる電子ユニット約

50枚を使用している｡また電源はエリミネータ電源を内蔵し,AC

lOOVからリレー用,電信凧 タイプライタ用および電了･回路用に

供給している∩

る.2 伝 送 方 式

(1)通 信 速 度

(2)伝 送 形 式

(3)信 号 プチ式

50ボー電信伝送

多単位調歩式

極性 状態 情報

∈) 平常 1

㊥ 補捉 0

スタート

ストソプ
パリティ

ST 奇数

SP 偶数

(4)チェック方式 情報4ビットに対し,パリティを1ビ

ット加え,5ビットごとの1に対する

命数パリティチェックカ式

る.3 制御機の特長

る.3.】回 路 方 式

装琵の経済化,信頼度の向上のためにはできるだけ使用機器数

の少ないことが望ましく,回路方式もできるだけ一妄一汗純化するよう

努力した｡

第11図 制 御 器 外 観

評 論 第46巻 祈6号

経済化の意味から,情報送出後は不要となる送信用蓄積リレー

は,受信情報の蓄積に再び使用したこと,計数回路などほ送信,

受信,印刷の3回にわたって使用したことなどの考潜がなされて

いる〔また回線の粁析化のため多言il位調歩式とし,巾閃のスター

ト,スト､ゾプの黙暗により,仁ミ送時間を約20%減少した--､

占-3.2 実 装 方 式

仙御器は比較的過酷な周胴条件で設揖されるため,温度は0～

40℃の徴用で十分使用に耐えるよう考慮してある｡腱挨(じんあ

い)によるリレーの接触不良を防ぐため,きょう体を防じん形と

してある∩ この防じん条件は,機内限度卜界と相反する条什のた

め,発熱榔(死負荷机抗実装珊)ほ裏面で外気と流通するようiこ

し,この部分は内部で熟達へいと防じん処;托を施してある〔また

限度に敏感な電丁一回路価ほ,表面で同様の実装を†fな一1てい1ji二芹の

L八川糾トL川 汀W椎.
‥
か
父

■
い
〓
一
一
H
｢

も二卓ヒ

l+岬琶

端んJ装置

/■■Lし

J･+…･出

口

･:】1…出

第12岡 制御機回路方ノ(ブロック岡

交挽装置

(集線装置を含む)

電源投入

操作盤セリト

準備完了ランプー耶J■

別iキー操作担1緑綬由交換機起動

節

選択コード遠山

ヽ二

仙仰

起動一受信交換接続

レジスタセンタ捕従
箭-▲に･答返送

選択コ】ド解読

交授制作

lい火処押装置起軌

レジスタセンデにて

節

節
一l心苔′受信

小火処理装置

由′引L≡

回別号祖引i一言確認符号送‡11

印刷表小釦什【郎兢解放

櫓l上1

送信情軌引三‡処珊
回答情軋;垣.;去

確認狩り-(仲壬仁頂.･Jミ慨ふl

い1御方宇山1i.;去.■11【

確認符号解読
交操キ角草放指令

速′引了淵j御lロ川各子宮=1

i等量粁老嬢鮒
托: この部分の動作は回答情報が解読できたときには行なわれないr,解読でき

なかった時ほ本シークエンスのように確認符号として再受信要求を出L川

答情稚を再受信する｡,この再受信要求は一度限り行なわjL,トLf度解読不能

の時ほ,その旨をランプ太ホLて接続は子軌｢1する､つ

第13阿 動作シーケンスチャート
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熱を遮断している｡

7.喘局装置の動作概要

策12図のブロックダイヤグラムおよび舞13図のシーケンスダイ

ヤグラムにより制御機の動作概要を次i･こ述べる〔

7.1準 備 動 作

(1)操作盤の押ボタンによる要求情報の設定が,制御餞l勺のリ

レーに蓄積される｡

(2)印刷機に列車名1本,駅名2本の活字をそう入する｡

(3)必要情報の設定が終了すると,操作盤に準術完了のランプ

が点灯する｡

7.2 発 信 動 作

(1)操作者は発信電けんを操作するっ この操作により操作盤と

の接続回路をロックし,ボタンの押し替えを不能とする〔

(2)印刷機にそう入された活字のコードを読み取り,リレーに

蓄積してその結果のパリティチェックを行なう｡

(3)パリティ不良であれば,再び7.1(3)の状態に戻す〔ハリ

ティ良好ならば準備完‾rランプを滅灯し,直並列変換電信装荷

(PSC)のリセットを開放し回線を転極する〔

(4)この転極によf)電信交換装置を起動し,電信交換装置のレ

ジスタセノダ捕捉により第1応答を受信する∩

7.3 局選択符号送信

(1)列中名析√‡二により蓄積した局選択符一弓一(1レター,5ビッ

ト)を送信する〔

第2表 送 信 符 号 表

送出順序
操作種別L 予約,照会,試験

符号内容 ＼ l座 席l寝 台
葦精霊厚悪霊雛席如

予 約 符 号

予約装置番号

予約装置爵弓一

4l予約装置番号

_⊥L

24i

注:

局選択符号

列車群番号

列 車 番 号

乗 車

降 車

Aけた

Bけた

Cけた

10位けた

単位けた

駅100位けた

駅 10泣けた

駅 単位けた

駅 10位けた

駅

付

付

単位けた

10位けた

単位けた

10位けた

単位けた

10f出すた

ブロ
ック番号

単位けた

小耳小一+且‥魂叫｢甘

÷丁≡/フ+≠

座席位置 若番l/
座席位置

老番】/
(1)一は0で送るし.斜線は送らない｡

(2)照会の場合--

〔3)寝台の場合0,酪軒の場合-

つ

+
ノ
ー
〔
)
∴
〕
一
〔

⊂ノ

⊂J

(⊃

⊂)

しノ

(
U
二
∪
一
■
リ
ー
｢
し

･J

O

′⊃

･○

/｢

＼

○

⊂1

C

⊂ノ

〔⊃

+

C:

｢ぅ

川
[
.

茄

一
二
山
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(2)電信交換装置でほbう選択符-ぢせ受信し,中央装置を選択起

動し広行を受信する〔

(31この受后こより電信交換装荷でほ,1レターの第2正二芥を

送信する(

(4)制御機でほ第2妃こ答を受信し,要求情報送信の準備動作に

ほいる(

(5)中央装群が捕捉できない場合,および后)選択符号が判読で

きない場合ほ,それぞれビジー,再送として操作盤にランプ表示

し,回線を復l【二lして開放電けんを操作‾=丁能とする〔

7.4 要求情報送信

(1)操作髄のボタンセットbよび掛声によiつ蓄積された情報

ほ,操作l勺容に従い必要情報が順次送信さjtる(この情報内容お

よび送信順序を弟2表に示す｡

(2)20レター(短符号構成100ビット)またほ26レター(良

符号構成130ビ､ソト)の送信完了後,円答情報受信準備動作には

いる｢

7.5 回答情報受信

(1)受信動作の準備一完‾r後,[い央処理装置よりの処理された結

果の何答を待つっ

(2)回芥符号の第1ビットロ(スタート符号)によF)PSCにて

同期をとり始め,以後この同期によって受信を行なう｡

(3)要求1勺容で必要受信情報量が決定し,解答コードにより

14～28レター(70､140ビット)の受信を子Jない,並列情報とし

て4ピッ1､ごと(パリティビットを除く)に1レターとしてリレ

第3表 受 信 符 号 表

予約,車指定予約,座席指定予約,試験,噺門

予 備 符 号

解 答 符 号

31 号 申 番 号 10位けた

料 金 A l,000

101 料 金 A

111 料 金 A

12 要求番号100位 料

100

10

金 B

13:要求番号10位 料 金 B

14 要求番号 単仏 料 金 B

10位けた

単位けた

苦茶

老番

位けた

位けた

位けた

1,000位けた

100位けた

残 月室席

座席表示

L座席位置 1

‾｢‾‾‾‾ ‾‾

数座席位置 5

座席位匠若番座席位置 6

座席位置老番座席位置 7

‡ヨ器-;
一------‾‾‾‾/庫席雌10

10位けた

15l
ノ

:要求番号100位･料金Cl,000位けたiノノ

161

㌻--j
21l
22__l
23__l

24!

25_i

26‾1l
27 L

備考l料 金 1種

要求番号10位:料金C lOO泣けた

要式番号 単位料金 C

料金Dl,000位けた■ /

料金 D

料金 D

要求番号

要求番号

要球番号

100位けた:_′′/
l′

10泣けた

100位けた

10位けた

単位けた

座席位置14

座席位置15

座席位置16

座席位置 20

座席位置 21

座席位置 22

/---/‾‾‾l座席位匿
23

十干三ニヒ三フ】慧器
料 金 2種l 料 金 4種

注: 再考,保留,No.などの場f‖J2で終‾rする
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第4未 指 定 券 巨r+刷l勺 容

日 立 詐

窟馴 印

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
柑
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
詣
～
3
5

刷 内 容

什
付
級
別
別
ネ
車
号
号
号
号
置
～
対
立
金
金

グー

解
誇
+
吐
∴

樺
ム
‥
マ
芸
ク
ク
ー
ペ
パ

寝
バ

結

一

台
席
夕

両
両
り
り
居
い
卜

一

一

日
日
等
寝
直

モ

増
車
車
プ

プ

座
0

モ

科
料
料

10位

単位

た

た

た

た

た

た

た

ナ
一
J
ト

ナ
､
丁

ナ

ナ

ナ

ナ

汁

陀
位
位
拉

佗

位

位

0
単
0

単

D

O

O

ハU

O

l

ハU

l

■｢

,

割 引

公 務,′ト 供

モ=クーパーてクネット

活字ブロックトリガー

要 求 荷 号

要 求 番 号

要 戌 番 号

0 (ス ペ ー スノ

操 作 種 別

モーターパーてグネ･ノト

J

モーターバーーirク■‾ネ･ノト

ノ+

た

た

ユ+

ナ

⊥1

位
位
位

0

0

払T

ハU

l

帖 鞘

ク

ク/

タ

メ

ハノ

〃ノ

ウノ

ク

エ小

+小

ポ

ポ

ホ

固
受
受
受
受
受
受
同
国
受
受
安
国

ポ

ポ

回
国
要
覧
受
l
月

⊥小

国

こ

じ

+L

ヒ

ヒ

ン

ノ

ン

ン

ノ

七

セ

ノ

ノ

∵
‥
パ
パ
バ
定
信
信
信
信
信
后
定
信
信
信
仁
{
延
パ
パ
定
定
信
信
信
謹
バ
定 (厄河→

書
籍
蓄
菖
什
嶺

蓄
苔

安…

hリ

.nノ

■.り

よ

よ

よ

容内

硫
桁
積
石
椚
惜
情
情
情
構
帖
惜
m
情
桁
情
枯
信
杭
拭
惜
楢
情
柄
帥
…
描
抗

た

た

た

た

た

た

た

し

し

L

し

し

し

し

の

の

の

の

の

批
難
鞍
拉
緋
搾
拒
耗
耗
蘇
接
線
経

の

の

雑
技
擁
緋
妊
辣

巧

も

J七

†､や

▼も

も

ー､七

も

1L

罷

一に蓄積する｡この受信情報の内解を舞3表に示すT

(4)受信過程でバリティチェックを行ない,不良の場合ほ暑枯

しない｡

(5)全レター受信完了後,確認符号送出準備動作にはいるT

7.占 確認符号送信

(1)受信情報の仝レターがパリティ良好であj‾しば,受信完‾r後

確認符号(1レター)を受信尤了のコードにて送信する〔

(2)受信情報のうち1レターでもパリティ不良があれば,確認

符号にて"再受”のコードを送信し,再び7.5し1)に戻り,回茶

情報受信を行なう〔

(3)受信完了の場合ほ,確認コード送出後回線をf引日し,〔l捕り

動作にはいるとともに回答l勺容をランプ表示する(

7.7 指定券巨口刷

(1)必要な場合は自動的に印刷動作にはいるT.

(2)指定券印刷撥の文字マグネットを1個ずつ軌磁する(肋磁

論 第46巻 第6号

時f胤 非励磁時間は制御機内のタイミング監視による｡

(3)1行分文字マグネットを励磁した後,モータパーマグネッ

トを軌磁する｡

(4)前述(2),(3)のくり返しにより3行印字する?

(5)好手印刷部のトリガーマグネットを物寂し,列車名,駅名

を印刷する｡

(6)指定券印刷楼のレノミーセットランプ(禄)点灯確認後,操作

者はレバーをセットし,清子ブロックを手前に引く｡

(7)レバーセットランプが減灯し,再び1行印字し,続いてモ

ータパーマグネットを連続励磁し,用紙を切取部まで空送りす

る｡印刷形式および機構の詳細ほ4で述べたが,印刷情報内容お

よぴマグネット励磁順序ほ弟4表に示すとおりである｡

(8)印刷中機械的,電気的障害で印刷が停1ヒした場合ほ,時間

監視により操作盤の"印刷停止''ランプが点灯する｡

(こ9)障1別間所修丹後,操作盤の"印刷機”ボタンを押すことに

より‾市郎刷を行なう〔

(10)印刷は指定された枚数だけ連続して行なわれ,印刷終了後

摺作盤の開放電けんが有効となり一連の動作が終了する｡

7.8 動 作 監 視

制御器内では,送信,受信の各シーケンスごとに時間監視を行な

い,一定時謂内に動作が終了しない場合は,操作盤の障害ランプを

ノ郎+‾するとともに回線を解放し,開放電けんを有効としている｡

臥 結 口

以仁二MARS-101端筍装置について,その概要と特長を述べた

れ 今回の設汁 製作を通じて,大規模なデータ伝送を含む処理系

の端+こ装置を開発でき,またこれによってデータ伝送の端末装置の

今後のありかたについても具体的な考察を進めることができたが,

さらに運用上の問題点をおり込み,今後予想される増設に対し検討

を続け信板度の向上,装置の経済化などに改良を加えて行きたい所

flミであるっ

終わりに臨んで,本装置の開発に対し,種々ご指導,ご援助を賜

わったR本国有鉄道ならびに日立製作所の関係各位に厚く感謝の意

を表する次第である｢

参 茸 文 献

穂坂はか:日立評論別冊 39(昭36-3)

穂坂,大野:予約機械,共立出版

落合,岸本ほか:解説座席予約システム(1)～(10),鉄道

通信('61il三12月～'62年10月)

訂 正

本誌Vol.46 No.4掲載の"技術者ノート”｢変r‾仁一器の現地試験方法+中,下記のような誤りか

ありました｡おわびするとともに訂正いたします〔
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新 案

実用新案弟572863号

送 信 管 用

この考案はフィラメントの変形を防止する中間支持体を有する送

信管用かご型陰極の改良構造に関するもので,第】図および第2図

に示すようにかご型陰極は任意な数のフィラノントの_L端を,セン

第1図
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実用新案第572854号

電 子 管

一般に広帯域増幅管においてほ,相互コンダクタンスが高く,か

つ入力または出力容量のできるだけ低いことが望ましいっ この条件

を満たすために電子管格子巻線を微細とし陰極との間隔も極めて小

さく,またピッチも小さくすることが要求されるが,格子巻線自体

では機械的強度が不足し寸法を維持することができないので,従来

ほ格子支線に支持帯を溶接などにより回足して格子枠を形成L,ニ

れに巻線を所要のピッチで巻付けて格子を作成していた｡

第1図
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松子支線
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籠 型 陰 極

タサホートに適当な方法で滑動ができるように取りつけ,下端は適

当な方法で端子に固定し,フィラメントは｢帥ヨ位置において1本お

きに等電位になってこねり,女川板および支持緩からなる支持体によ

って閻足1ノ,支持体は絶縁物および止〆〕金によってセンタサポート
こL司志したものである(

二の考案によJ=よ,支持線を用いるためフィラメソトの温度低‾F

を小さくL,かつタンブステンなどの高融点の金属で容易に整形が

できるという効果がある〔

また‾支持板はフィラメントと直接接触しないので温度上昇が小さ

モリブデンなどの加⊥容易な金属を用いてもよいっ

第2図
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しかし,このような構造でほ支持帯と陰極筒との間の浮遊容量が

きわめて大きくなるとともに,所定の格子支線間隔は高精度で得る

ことが困難となる欠陥があった｡

二の考案は,上述のような欠陥を取り除くための格子枠の構造に

関するもので,舞】図および舞2図に示すように格子支線とかん合

する溝および陰極筒が,自1如羊通過できる孔および格子支線との国

定用賀耳を設けた金属板を折り曲げて,格子橋帯に格子支線をかん

合同志したものである｡

ニのようにすると橋帯は比較的陰極筒と離jt,かつ橋帯の幅を小

さくすることができるため浮遊容量が減少し,また格子支線間隔は

溝の才J抜精度によって定まるので高精度が得られ,しかも両側がほ

ぼ90度に折曲げてあるから,構造が堅固で突耳の格子支線への取

り付けがきわめて容易である〔 (福田)
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